平安時代の「酔象」駒発見から日本将棋の進化過程を推察するー将棋は仏教寺院で仏典を参考に改良が進められたー by 古作 登
はじめに
古代インド発祥と言われる将棋系ゲームの日本伝来については大きく分けて中国を経

























平安時代のものと思われる 酔象 駒（写真 ）が発掘されたことが報じられた。この
酔象 は 年頃のものと推定されているが、現存する最古の駒とされる 年の










に 承徳二年 （ 年）とあり、 年に京都市の集落跡（ 世紀）から出土し
た例を約 年さかのぼり、国内最古となる。（中略） 酔象 は現代の将棋の駒に
近い五角形だった。木製で一部破損しているが、縦 ミリ、横 ミリ、厚さ ミ
リ、裏面に墨の跡はなかった。（中略） 年に今回の出土地点の西約 メートル













の ブッダ・チャリタ も漢訳の 仏所行讃 として日本に伝えられた可能性が高い。









えられた。この 酔象調伏 の逸話は仏陀の生涯を描いた 仏所行讃 の中でも印象深
く人気が高いもので、仏教遺跡の壁画などにも描かれている。


































































師子 獅子 （しし） 現代における中将棋駒ではほとんどが 獅子 と表記され







































獅子 獅 の場所に駒を飛び越えて移動可能。玉の動きを 回（ に移動した場所からもう
回）することが可能。よって の場所に移動し元の場所に戻ってくることも可能。 の場所

















龍 も 王 も仏典の中ではしばしば登場する名称。この文での 龍王 は高貴な
（図 ）


























































































































能、現代将棋の 角行 の動きを 回することができる。駒を飛び越えることはできない。
現代に伝わる将棋の史料では 竭 の字の偏をを魚偏に置き換えた文字が駒の配置図に示され
ているが、摩竭魚（マカラ インド神話中の魚）に影響されたか、サンスクリット語の マガ







婆 である。しかし成る（成就する）ことで 法性 という最強レベルの駒に飛躍的に
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